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はじめに

かつてオルテガは、「家畜はほかならぬ人間がそうであ

るように、退化した動物なのである」と言った。1）ポール・

シェパードは、さすがに人間を家畜のリストには加えなか

ったが、後成的安定を保障していた混合状態の遺伝子群を

破壊しつつ進む家畜化と同伯のものとして、人間には文明

を掲げたのである。2）70年代のあまりに直線的な反文明論

に苦笑しながらも共感するのではあるが、ただ彼の様に、

ウシ・ウマ・ヒツジ・ヤギと同じニュアンスで、イヌを

Tender Carnivore　と呼ぶのには、少なくとも縄文犬に

対しては、やや抵抗を感ずる。

巨　縄文大を知るというのは、縄文ノ沌識るのと同じである0

き′　その実像を求めるためには、彼らがどこから来たのかを問

うだけでなく、人と犬とがポリフォニーを奏でながら彼ら

の日々をどのように暮らして来たのか、その底に狩漁人共

通の生き方はどのように脈打っていたのか－こうした問い

かけのうち、何一つ無意味なものはない。

これらに確実に答えていくための基礎的作業の開始にあ

たって、①現在出十が知られている犬遺存骨の資料的一覧

と、②現段階で提出された仮説の確認と検証への方向を見

定めておくことを、本論の目的としたい。

1920～50年代にがナては、長谷部言人、松本彦七郎、直

良信夫、斎藤弘らが資料収集・計測・形態観察・分類を各

人の目的意識と熱意を以って行った時期である。その後、

資料の増加にもかかわらず、そうした研究が途絶えていた

かに見えたが、最近、犬の系統や移動の解明を目指して文

献リストを作成した例3）や、在来家畜研究会による成果4）

などが相次いで提出されるに至った。そうした流れの中で

の、一つの研究であることを自覚しながら、さらに筆者自

身のこれからの方針を、ここにおいて、見通しておきたい

と思う。

Ⅰ地図・表作成にあたって

大給平が1934年当時文献上で見出した家犬の出土例は32

例であった。1942年、末だ縄文早期中頃以前の貝塚が未発

見の時代に、既に山内清男が、「犬は日本の石器時代に於て

大概の地方に居たらしい」と予見した通り5）早期初頭の例

も加わり、6）酒詰伸男の『日本縄文石器時代食糧総説』（

1959年）には127例、家畜史の観点から芝田清吾はそれに追

加して、170例とした。7）太田克明は、芝田のリストをもと

に出土例を時期別に地区＝」こプロットした。8）山崎京美は、

はっきり埋葬犬と報告されている例のみ52例を、文献上で

集め、分析を加えた。9）最近の全国的、近世に至る網羅的な

県別リストは、茂原信生を中心とするグループによってま

とめられた。10）

今臥ここに提出するものは、後に続くものとして当然

これらの成果を踏まえたものであるが、資料的効果を考慮

して次のような点に留意した。

（1）縄文早～晩期の五期及び弥生期に分けて地図・表を作

成し、対照できるようにした。それぞれに、大通存体出土

の分布をみる時の大概の目安として、遺跡の分布状況を付

した。11）

（2）リスト作成にあたり、・④時期が不明、あるいはあまり

に確定しないもの（例えば縄文～弥生に亘るもの）、⑤出

土状況や形態から後世のイヌと思われるもの、12）㊤イヌ科

ではあるが、C郁ぬ．君の抑服dお　と断言できないもの13）

については除外した。逆に、1986年現在、筆者の知る資料

で数例追加したものもある。

（3）く個体数〉は報文中の記載や、記載なきものでも、各

部位の出土を検討しながら算出した。報告、同定、計測者

等が異なる資料については、Nrを付し区別した。〈大きさ〉

の分頬は、今後の課題でもあるわけだが、貴大公約数的意
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味で長谷部による五分頸14）に従い、報文中にあるものは

そのまま、記載なきものでも表・写真図版より推定できる

ものは出来るだけ推定し、地図上にも大きさが分るよう記

号でプロットした。〈残存部位〉は埋葬犬の場合、全身骨

解としたが、もちろん厳密な意味ではなく、その他は、分

る限り部位名を記入した。計測値の有る場合はどの部位か

は重要であるし、将来計測するにしても資料性の高さをあ

らかじめ知るためである。〈出土状況〉については、貝層・

包含層・土壌・住居址・溝など簡単な概念分けをして記入

した。人骨片や埋葬人骨と記したのは、このレベルの記載

はどの報告文でも比較的普遍性をもつことから、人骨と大

骨との共伴関係を全体的に把むためである。〈文献〉は、

同一遺跡内でも報告の異なるものについて、どの標本が該

当するかを一一瞥できるようにした。同一標本で何度も異な

る論文・報告文中に掲げられているものは、二次的集成の

ものは一応避け、計測値などデータ的質の高いものを選ぶ

ようにし、それが無い場合、オリジナルなものを充てた。

ⅠⅠ地図・表から読み取れるもの

1．資料性

このリストを一覧していると、犬の遺有休とくに縄文犬

は殆どが貝塚から出土することから、自づと、貝塚が様々

の目的で発掘されてきた研究史を映し出していることに気

づかされる。残念ながら、今我々が古代犬について知りた

いと思う類の問題意識が先に在って発掘されたことは殆ど

なかった。1泄紀未大森・陸平貝塚などは別として、戦前

の貝塚発掘の主流は人骨を求めてのものであった。長谷部

自身の報告や、東大理学部人類学教室の教室貝であった山

内清男、とりわけ酒詰伸男の採集資料が多いのは、その間

の事情によるものである。酒語は、人山史前学研究所在籍

中に神奈川県下の貝塚を、15）後に人類学教室月時代には全

国各地の貝塚・洞穴等を踏査、発掘している。その成果は、

戦後（昭和34年）『日本縄文石器時代食糧総説』に集成さ

れるのだが、酒詰採集資料がいかに多いか、この表をみて

も分るであろう。踏査や試掘、発掘といっても数日間とい

った小規模の調査で、例えば、関東地方128例中、51例は酒

詰資料を含んでいる。他の獣魚骨類の出土が非常に少ない

前期、中期の奥東京湾や東京湾西岸の貝塚でこうした調査

中に大骨が発見されていることは、他種に比べ、イヌのみ

はかなり出現頻度が高いことになる。それは、彼が至上命

令として人骨が出そうなところを見当をつけ、成功すれば、

大骨もまた発見できたというからくりらしい。このことは、

間接的にせよ、同一地域に人と犬とが埋葬される傾向が、

関東の縄文前・中期の頃にも既に見出されることを示唆し

ている。16）しかしながら、酒詰個人の研究の興味は、貝塚

の分布や貝類組成を根拠とした集団論や、食糧に関する総

括的なものであったと思われ、大骨は同定したのみで、自

らそれ以上計測や形態の観察を通じて研究を深めることは

なかった。

酒語の資料を生かしめたのは斎藤弘である。彼は、古生

物学者、解剖学者、人類学者、考古学者のいずれにも属さ

なかったが、日本犬本来の姿を希求する透徹した意志は、

日本奥地に通る在来犬探索のみならず、従来誰も示さなか

った犬自体を目的に据えた密度の高い研究態度を彼に付与

したのである。1940年に史前学雑誌に掲載された論文は、

大山史前学研究所所蔵の大骨の計測とともに、それ以前に

各研究者により蒐収されていた大骨をも含めたく第　一〉～

く第六〉の形態分類を行い、残存部位の概略と計測者、資

料の帰属を明記したものである。表をみても分るように、

現在でもこの文献が、最も質の高い記載を提供している標

本が多数ある。酒詰個人所蔵標本はともかく、大山史前研

保管資料が戦災で焼失している事実を思うと、この文献の

重要性は測り難い。そして今我々が取り組もうとしている

項目は、すでに半世紀前の慧眼にさらされていた。即ち‖

飼育目的、（∃形態的特徴、（ヨ近隣各地や囲日本上代～中世

の家犬遺骨及び、国現代内地山間に残存する日本犬の骨髄

との比較による系統関係、囲現代家犬骨髄との比較、佃勺

地・東亜狼との比較である。このうち、日本狼の研究、17二・

犬科骨髄計測法18）をライフワークとして他を未完のまま

病に倒れたのである。

直良信夫は、松本彦七郎、長谷部言人を主流とする家犬

の研究に傍観的立場を標梯していた感があるが、円らは松

本の古生物学的調査態度をむしろ望ましいとした。しかし、

多元的多彩性を有った当時の犬を細分していく方向には批

判的であり、19）一方、あまりに計測数字に関われて本来的

姿相を見貫く力に欠けるのではないかと長谷部に代表され

る解剖学的立場にも疑問を投げ掛けている。犬に関しては

故意に発言を避けていた直良も菊名上ノ富貝塚の十数例は

戦前に計測値をあげて報告して屠り、20）戦後、東海地方を

中心とする動物遺体の発掘報告の依頼を受ける過程で徐々

に集積されてきた資料や、東北の三貰地貝塚の他、戦前に

収集した北方の資料等は、1973年『古代遺跡発掘の家畜遺

体』に収められた。

戦後の発掘は、犬に関する限り、長谷部によって報告さ

れた吉胡貝塚（1952年）の例以後、大きな進展はなかった。
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最近の宮城県田柄貝塚の22例などは例外で、多くの場合、

まとまった資料に乏しく、長谷部の五大別（小・中小・中

・中大・大）にあてはめる程度に止めて、資料の集積が成

るまで論ずるのを保留していたかのようである。しかし、

一方では、行政発掘だけではなく、学術発掘の場にあって

も、他の動物遺有休が粗略に扱われたのと同じ仕方で、単

に種名表にイヌと記載して事足れりとした一連の調査例も

ある。今回作表した時点でも、出土が知られるのみであと

は空欄となっている例がいかに多いことかと驚きあきれる

のである。

問題意識の設定によっては、報告文の内容もかなり左右

される。とはいえ、たとえ断片的な資料でも、計測値、あ

るいはスケールのはいった写真図版は、第一次資料として

の報告書ならば掲載しておくべきだと思うのだが。

今後、直接資料にあたれるものはできるだけ補足して、

空欄を埋めていきたいと思っている。

2．縄文～弥生各期の特徴

遺跡の分布や、犬の推定される大きさ等の様相を各時期

をおって以下に概観する。

縄文早期：遺跡数22ヶ所。北海道東部と三浦半島東京湾

湾口部に中型の犬が出現する。これらは系統を別にする流

れと思われる。北方系は、青森県東岸まで南下していたか

も知れぬが、神奈Jll県平板貝塚（早期）に青森県赤御堂貝

塚や艮七谷地貝塚にみられる組み合わせ式釣針の鈎先と同

系のものが出土しているとのことであり、21〕南方系のもの

が急激に北上したことも否定できない。南方系は、多分、

伊豆七島を経て来たものらしいが、東京湾湾口部から湾奥

へとどの程度浸透していったかは、現段階では不明である。

利根川下流域の花輪台なども含め再調査の必要を感じる。

内陸部長野県栃原岩陰に小型があり、三浦半島でも小型の

ものか出土している。この地域はおそらくは南西諸島から

西日本を経て広がってきている′卜型犬の北限で、中型の系

統とぶつかり合う地域であったらしい。

縄文前期：45ヶ所。中型は道東東釧路貝塚、秋田県董刈

沢貝塚、福島県宮田貝塚の3ヶ所である。とくに前二者は、

早期にみた北方からの流れの残存とみたい。道南から道東

へと小型としい小型が併有するのは、本州の影響のようであ

る。西日本は小型のみの出土だが、出土遺跡の多い南関束

では、小型から中小型が分離生成してくるきざしがある。

また、千葉県富津市大坪遺跡では雌で中小型になる例があ

ること、房総半島東岸新田野貝塚、鶴見川流域折本貝塚で

定かではないが中型と報じられている資料があるのは、早

期、南関東へ直接上陸した系統であろうか。この北上ルー

トにあたるかもしれない福島県宮田貝塚とともに是非標本

実壷を要す資料である。

縄文中期：53ヶ所。中型は関東の2ヶ所を除き消失。関

東に圧倒的に集中するのは、遺跡数に比例してのことかも

しれない。大きさの分っているもののうち半数は小・中小

型を共存させていることからも、従来認められている小型

－♀、中小型一合の性差をもった一つのグループが関東を

中心に成立していたことがうかがえる。同様の現象を既に

この時期能登半島にもみる。

縄文後期：109ヶ所。関東が半数を占める。南島は小型の

みであるが、西日本では、小・中小共有型の存在もみとめ

られる。東海地方は小型のみである。関東は小型を主流と

して中小が伴う状態。仙台湾～三陸南部は小・中小・中型

の三者がみられる地域となっている。中小と中型のみであ

れば、地理的クラインとみなし、北方に位置して一一ランク

ずつ大型化したと考えることもできよう。しかし、ノト型も

存在することは、縄文後期に至るとこの地域にしかみられ

ぬ中型犬は、他地域とは異なる系統の遺伝子を保っている

結果であろうかと想像させるのである。さらに細かく見る

と、後期初頭には門前、宝ヶ峰貝塚のように小型だけのと

ころや、青島貝塚の如く小型が中心で中小を混じえるらし

い遺跡と、響貝塚のように、中小～中型がみられる遺跡と

があり、一万、内水面帯に入った貝烏貝塚での後期初頭に

は、大きさの不連続な小型と中型とがみられるのである。

時期がやや下り、気仙沼市田柄貝塚では、後期中頃から後

半にがナて中型含＋中小型告♀の組み合わせだが、後期末

に至ると、中小＋小型と小型化がみられるのである。こう

した現象の解釈としては、①時期・地理的にも極く近接し

た（同時存在とは断定できぬにせよ）集団問においても、

大きさの異なる（多分系統の異なる）犬を保持していたこ

と。②一万で貝鳥貝塚のように大きさのバラツキの大きい

犬が同一集団内に存在したとすれば、その集団の開放度、

婚姻関係等による他集団との結びつき（単に犬の自由な往

来というより人間集団そのものの動態として肥えたい）を

示していること。③田柄貝塚の場合のように、同一遺跡に

かつて占地したと思われる集団が、全く同質同一のもので

はなく、ある時不在であってその構成を多少変化させて戻

ってきたり、他集団と入れ替ったりした（その伴う犬も大

きさ・系統が異なっていた）可能性等々が考えられよう。

縄文晩期：50ヶ所。遺跡数そのものの減少はとくに関東

地方の急激な消滅と呼応している。出土例は、遺跡数が後

期からさほど変化しなかった東海・東北地方に二極分解し
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ていくようにみえる。関東地方以西は殆どが小型である。

東北地方では、福島県薄磯・三貫地貝塚と、宮城県里浜、

岩手県中沢浜貝塚に小型が残存しているが、その他は中小・

中型となっている。とくに一連の中型が目立つ遺跡があり、

即ち、後期末～晩期の沼津貝塚は中型が主体のようである

し、晩期初頭の田柄貝塚では中型でも最大頭骨長180mm以

上の大きい個体がみられ、晩期中葉（大洞C2期）の里浜

貝塚には中型の雌が出現する。

≪縄文晩期の犬の大型化に対する仮説≫：後期から晩期

の東北地方の狩猟の様相を照らし出す幾つかの遺物がある。

シカ・イノシシの骨体に残された石鉄の痕跡と燕形鈷頭・

骨鉄（両者とも頚部にスリットのはいったもの）である。

骨体に残された傷痕は、現在十数例（シカが大部分を占

める。）知られている殆どが東北地方の後晩期に限られ、し

かも、その場で直ちに獲ったことを示す非治癒痕である。

他の時期にイノシシ・シカを狩らないわけではか－（後晩

期に比べ量的には少ないが）にもかかわらず、例を見ない

のは多分、骨に当たった鉄は致命傷とはならず、狙った獲

物は逃げ去ってしまい、再びそれに遭遇して射ち獲る確率

は低かったせいであろう（あるいは中期までの間にむしろ

ピークがあるといわれる陥葬との相補関係も考慮すべきだ

が）。人が生きる為に捕獲する数は、自然生息数を決して脅

かすはずもないのである。後晩期はイノシシ、シカの捕獲

量はたしかに増加する。しかし治癒痕ならばともかく22）

非治療痕は、狩猟圧による生息数の低下を証明することは

できない。この骨に残る痕跡が物語るのは、前の時代まで

は逃げ去っていたものを、確実に倒すことができるように

なったらしいということである。筆者はこのことを夫毒の

存在を裏づける根拠としたい。治療痕をもつものは東海地

方税塚の例のみであり、矢毒の主原料となったと目される

トリカブトのうち毒性の強いものは西日本にはないという

ことと関連づけられよう。23）燕形錬頭や骨鉄がこの地方を

中心に後晩期に出現・盛行しているのは、毒を塗り込める

装置を前提とする利器として、矢毒と組み合わせて考える

ことができよう。

ところで、田柄貝塚出土の骨体の非治療痕－イノシシの

肋骨及び肩甲骨一にはそれぞれ同時に2ヶ所射込まれた痕

跡がある。24）危険の伴う猪猟において決して的を外さない

射手の技と獲物を釘付けにして置く犬の猟技（矢が同時に

発射されたとすれば集団猟であり、犬の止め鳴きによって

矢を番える間が確保されれば単独猟とすることもできよう）

を目の当たりにする思いである。

縄文晩期というのは、狩猟が余裕をもって行われた時代

では最早なくなっていた。とくに関東地方では沖積地化に

より水産資源の支えが殆ど無くなり、人々は、集団間の協

業によって生業の効率を高めていたことも推測されている。25

少なくとも、他の時期にはないシカ・イノシシ遺体の集積

する地点を有ち、単に解体処理しただけでなく何らかの儀

礼的行為も伴っていたのではないかと推測させる例が晩期

末葉に在る。東北地方でも後期末から晩期にかけてこうし

た祭礼的意味も含めて人々が合流することもあったのでは

なかろうか。26）

前述した現象、東北地方晩期の犬の大型化には、このよ

うな狩猟の様相とそれを必要とした時代背景が関与してい

るのではないだろうか。さらに具体的に大型化の理由とし

て、④異なる犬の系統の流れこむ地域であったため、しだ

いに雑種強勢の様な現象が表われた。⑤上述の如く、人や

犬の接触・協同・合流等の機会が増え遺伝子的組み替えが

強化された。㊤猪猟などに有利なように等々の必要に駆ら

れて人為的作出（淘汰）が採られた（その方法の一つとし

てオオカミとのhybridが全くなかったとは言い切れな

い）というようなことが列挙できよう。しかし、これらを

即座に証明する手立てを我々は今のところ有たない。後述

する形態の細かい研究やイノシシ・シカ遺有休等の出土状

況や残存部位の片寄りなどの精級な分析とが、検証の可能

性を与えてくれるだろうという見通しが在るだけである。

弥生時代：北海道における弥生時代併行の続縄文期では、

道南が中小・小型の犬のようだが、江別太や道東では、中

・中小とやや大型で、形態も北方的で巾広い顔貌をもつ。

弥生時代は北九州、近畿に新たな分布をみるが、北九州

の中・中小の大きさのものは朝鮮半島南端から東シナ海に

がナて辿れる。27）さらにもうーっ、類型的形質よりすれば

（後述）、江南と近畿とを繋ぐルートも考えられる。大阪

の亀井遺跡では、その二つの系統が混在しているらしい。

さらに多分定住しながら、前期・中期・後期と時を経るに

つれ、小型中心から中型中心へと漸移的大型化がみられる

という。28）縄文時代からみれば短時日のうちの急激な形質

の変化一吻端の短縮、ストソプの目立ち、四肢の短縮（こ

れらはとくにNo．9号人において顕われている）－が、この

同一遺跡内で生起していることからは、水稲栽培に大きく

規定された生業の中で、犬の役割や食物その他大を取り巻

く環境の変化の影響がいかに過激であったかを知ることが

できる。

古代中世～近世の参考資料となり得る出土例は最近とみ

に増し、文化的背景や、文献資料とつき合わせることので
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きる良好な資料が各地域の差異をも検討可能な程集積され

つつある。資料批判を経れば、中近世という現代に近い末

端から、逆に古代、弥生、縄文へと霧にとぎされた部分へ

としだいに遡って行くことを期待してもよさそうである。

ⅠⅠⅠ出土状況・辻存状態にみる犬と人との

心情的関わり

1．埋葬・散乱

縄文時代に犬が埋葬されていた事実を出土状況から明確

に示したのは酒詰伸男である。神奈川県西ノ谷貝塚（縄文

前期諸磯式期）発見例であったが、山内清男もその発表会

席上で、一体分の発見例は既に何度か見聞している旨を述

べている。29）昭和11年当時、ようやく埋葬犬の概念が生じ

たことになる。この認識からは、人骨と同様の扱いを受け

ている犬は、家畜であるというテーゼめいたものが出来、

一方で埋葬状態を確認できない大骨、即ち「散乱骨」が対

立概念として据えられることが一部には起こったようであ

る0筆者は、埋葬されている事実から、犬は縄文時代には

既に家畜であったと証明して犬についての問題を終結する

程不毛なことはないと思っている。また、散乱骨について

は、家畜の補集合として食用と意味づけすることには二重

の意味で反対である。つまり、第－に散乱骨は埋存後の二

次的擾乱によるものが殆どである。これは発掘の現場に直

接携わる経験の多い研究者が直観していることであって、

筆者もそれに従いたい。第二に、家畜という語が、ウシ・

ウマ・ヒツジと同様の広義のものとすると、家畜＝食用の

結合の方が自然であろう。おそらく犬を家畜と呼ぶ時は、
“人間にとって親しい′′との意味が暗黙のうちに含まれて

いるようである。

縄文時代には、大概の地域では犬を食用とすることは無

かったし、死にあたっては、埋葬したと考えてよい。30）

今後、為すべきことは、定義の曖昧な、、家畜〟という言葉

に犬を押し込めるのではなく、犬の実際の姿の様々の場合

での片鱗でも良いから、復元して具体的に描き留めておく

ことであろう。

かつて酒語は、『食糧総説』の余論としてイヌを養うこ

との面倒さは二の次にしても食料の面からも負担が大きく、

飢えを免れるために時には食用としたかもしれないと述べ

ているが、現在の飼犬のイメージから憤然と類推したよう

に感じられる。また、埋葬骨でなければ、消極的ではある

が食用の可能性ありとする見方もある。31）

しかし、食用の問題は、骨体に残る解体痕などからの横

極的理由によって論じられるべきだと思う。東北地方宮城

県館貝琴においては、骨体に切痕や破砕の痕があり、残存

状態のバラツキもあったという。32）この例や、北海道では

未だ埋葬と呼べる資料が無く殆どが一部分の骨であること

は、縄文時代の主流とは異なる犬の扱い方（厳寒という気

候、あるいは北方的文化伝統の流入による食用の可能性）

が在ったか否かの再検討を要すと思われる。北海道ではそ

の後、即ち続縄文期から食用のきざしが見え、擦文、オホ

ーツク、アイヌ各文化期は皆、解体処理の仕方、死亡年令

が若年（1・5才未満位）に片寄ること、埋存状態から明らか

に犬の食用が存在したことが知られているのである。33）

2．犬牡について

埋葬が犬自体のための行為であるのに対し、他者に対す

る捧げ物として扱われる場合が犬にもある。

縄文時代中期末の最花貝塚（青森県）では、ツキノワグ

マと同様に、顔面頭蓋と下顎骨前半部分とを残存する状態

で出土しており、両者とも、アイ●ヌの熊祭りの時のクマの

頭骨の扱いを彷彿とさせるという。34「一般にクマ祭りは神

の許へ帰ったクマが再生して人間界に獲物として戻ってく

ることを願うとされている。最花貝塚の場合、イヌも同様

に供えたことがほぼ同一地点でみられたことから、後のア

イヌのクマ祭りなどに固定する以前の原儀礼に属している

と考えることもできる。北方狩猟民の間では、狩猟神とか

動物主とかに捧げる動物の種類は、供犠する者の生活のち

がいによっても変わるという。コリヤークの場合のシュテ

ルンベルクの説明を借りれば、犬は海の主、山の主を問わ

ず捧げることのできる“人間界の生き物〃として犠牲獣に

選ばれたのかもしれない。35）

こうした例は、縄文時代のむしろ北方的要素の洩い特殊

例と考えてよいと思う。36）

札記によれば、宗廟の犬を莫大といい、宗家の主人が犠

牲獣として飼養していたという。周の時代には、天子も犬

を副食として新穀を試食、犬牡を掌る官は犬人と呼ばれた

という。

日本の大道存体の中にも、弥生時代以降、犬牲にまつわ

る出土状況を示すものを幾つか掲げることができる。

弥生時代の中期の大阪府瓜生堂遺跡の方形同溝墓主体部

からは、イヌの上下遊離歯を得ている。奈良県大福遺跡で

は、弥生後期に比定される長頸壷形土器が土境内より発見

され、その中には小型犬一個体分の骨が詰っていた。これ

らは死者の食物として供献されたのであろうか。36）

時代が下って、山口県土井2号靖の陶棺の下からは小型
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犬の頭部が出土した。

段代の人骨の周辺には版を縛ったような不自然な形で土

壌から大骨が発見されている。明らかに殉葬と判るものだ

が、日本でも、弥生時代以降殉葬の列に犬が加えられるこ

ともあったようである。縄文時代には宮城県前浜貝塚や、

愛知県大曲輪貝塚のように合葬かもしれない例はあっても、

殉葬は無い点、37）犬に対する意識の大きな相違を感じざる

を得ない。

3．焼骨について

地図・表から判るように、縄文前期～晩期さらに一部は

弥生時代にかけて、埼玉、群馬、山梨、長野県などの内陸

地帯で、大骨が報告されている。焼けて小破片になった状

態で、おそらく多くの場合他種の獣骨片とともに配石基、

集石基に関連して覆土中に散布しているのである。これら

は、焼骨となったために他の骨のようには消失せずに偶然

残存したとする見方は根拠が薄い。料理の際にこげる位の

火力では、自愛、黒変等の骨質の変化や、亀裂、変形など

の形態の変化を生じさせることはできない。骨を焼き、散

布する行為に貝塚とは異なる方法の儀礼的行為を見る意見

に傾聴すべきものがあろうと思う。38）少なくとも内陸部に

おける火と関連した儀礼の存在を肯定する者は多い。39）

以上のように縄文から弥生にかけての人と犬との心情的

結合の変化は葬制において顕著である。これらの推定に、

大骨そのものの観察はもとより、発掘現場での出土状況の

観察は非常に重要である。今後の傾重な発掘作業による資

料の蓄積を待たぬばならない。

Ⅳ　形態の問題

最後に、犬の問題を総合的に明らかにするためには避け

て通れぬ形態について述べておきたい。

一般に縄文犬は体高41～43cmを中心とする小型犬である

ことが知られているが、顔貌、全体のプロポーションなど

は末だ明確な復元ができていない。

これを求める作業は、計測とともに、非計測部位の顆型

的分類も行う必要がある。

計測による分類については長谷部（1952年）の五分類を

踏襲している現状であるが、時期・地理的変異があるかど

うかを観るには、今後、四肢骨もそろっている完全骨髄の

資料をできるだけ求め、有意差を含んだ基準値を設定する

ことが第一段階であろう。次に一部分しか残らぬ骨も加え

てなるべく多くの資料でもってグルーピングすることが望

ましい。計測値による分類では、厳密には雌雄別にするこ

と、経年変化により影響を受けやすい部位（例えば頭骨の

うちでは頭骨全長が貴も変化の顕著な箇所であり、基底全

長が最も安定しているという。40））の変異巾を考唐してお

かねばならない。

非計測部位の類型的分類では、分類の基準となる有効な

部位を見出すことがかなり難しい問題となっている。

ところで、形態を研究する時、計測・非計測の適切な項

目の設定と実査はもちろん大事であるが、こうして得られ

た結果をどう解釈するかは問題意識を反映してくるだけに

複雑で、結局各研究者に委ねられることになるのであろう

か。以下において筆者なりの見方を書き記してみたいと思

う。

例えば、家畜化の過程の様な問題は一般に大きなrange

を取って考察する場合が多い。OIsenによれば、①吻端の

短縮（側面的にも変化）→②歯列の短縮（欠歯、P3等が斜

めになる、歯自体の小型化）→③吻部の凹み　が家畜化の

過程で掲げられる変化である。41）日本で適応されるとすれ

ば、大きく時代の隔る縄文犬と中近世犬とを比較していこ

うとする場合であろう。縄文時代の内部あるいは縄文～弥

生へといった細かい変化をとらえるには、このような目立

って大きな骨の変化の尺度では透き間からすべり落ちかね

ない。また、形態の変化の意味づけを家畜化の過程という

一元的なものでは説明し切れないように思われる。ここで

は、形質の変化を説明づける方向を大きく1．環境的要因

2．人為的要因　3．系統的要因に分けて認識し、異なる時間

的rangeの中で生じたいくつかの形質変化の現象を例にと

りあげ、上記の三つの観点から意味づける試みを示してみ

たいと思う。

1．環境的要因

①自然環境：高緯度になる程同一種でも大型化するとい

う現象のスクリーンは、大略的には縄文犬にもかけられて

いるようである。分っている範囲では東海地方の縄文犬は

小型の中でも小さく、東北地方になると、中小～中型へと

大きくなる傾向が確かにある。

②飼育環境：マクローリンによれば、「人に飼われてい

るオオカミも大型の獲物を殺すために顎をつかう必要がな

くなり、市販のドッグフードを与えられていると、親より

も顎が短くなる」という。42）

従来、いわゆる額段（ストノブ）の程度は家畜化現象の

特徴にあげられ、斎藤弘が系統問題を43）茂原信生・小野

寺寛が時間的地理的変異を44）考察しようとした時の一つ
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の根拠としている形質である。もし、マクローリンのいう

ような実験結果を受け入れれば、額段の程度は、むしろ、

食餌行動の違い、飼育環境の差異に由来するのではなかろ

うか。

喫む力を左右する側頭筋（犬はとくに発達している）の

停止点即ち下顎骨筋突起を支点とするテコを考えれば、食

餌の変化等により嘆筋が弱くなることが先行すると、喫む

力を維持するためには吻が短くなることで対応せざるを得

ないという単純な力学的説明が成り立たないであろうか。

また、しばしば形質人類学の分野で問題にきれ、力学的解

釈を与えられている鼻根部形態は犬にもあてはめてよいと

思われる。45）縄文犬と弥生以降の犬とを比較する場合、鼻

骨の中心線の長さ・巾の短縮、側面観の直線的から中凹に

湾曲する、全体に筆者なものへの変化が看取されるのであ

る。

③文化的環境：さらに時間のrangeを大きくとって、縄

文時代～中世とを見渡した場合、東北・関東のみならず、

西日本、とくに小さい聖だけしか出土をみない南島におい

てさえ、犬の体躯の大型化現象がみられる。46刺系統の問

題としても検討を要するが、特定地域ではなく、全国的な

現象であることに注目すべきであろう。むしろこの現象は、

人の身長の増大と同じく、47）栄養状態の改善、あるいは人

の移動の頻繁化という文化的要因によって生じたヘテロシ

ス（雑種強勢）として解釈し得るのではないだろうか。

2．人為的要因

犬を人間の必要や、好みによって、淘汰・作出していく

ことは、幾つかの系統が既に流れ込み、遺伝子的混清状態

が激しくなった状況の下では容易に想定できることである。

幕末の“狩犬〝は、シーボルトのファウナ・ヤポニカに

も描かれている。最近、江戸末期伊賀者屋敷跡から多量の

イノシシ・シカ遺有休の集積に近接して、埋葬きれていた

大が発掘されたが、48）その頭蓋は、シーボルトの“狩犬〟

がかなりの写実性を有っており、それらが縄文犬の面影を

濃く残していたことを物語っている。一方で、中近世の大

部分の発掘資料から、大柄で額段の強いシーボルトが“街

犬〝　として記銘したような犬が多く存在したことも分って

いる。こうした事象は、立耳・額段の目立たぬ顔貌をもつ

犬は、狩にも優れた能力を潜ませている犬であることを人

々が経験的に知り、人の管理的飼育の下で古い形質と能力

を保存継承していった明らかな例といってよいであろう。

縄文時代は、大略的にみれば、小型を中心として変異巾

の少ない均一的な犬種を形成しているので、人為的淘汰の

影響は無かったとみられている。が、今回の作業過程を通

じ、縄文犬の中の時間的・地理的違いを見出していこうと

した時には、次に触れる系統的問題とも関連して、やや見

解が異なってくる。即ち、東北地方仙台湾～三陸南部の地

域においては、いくつかの系統が流れ込んだ歴史的背景が

遺伝子レベルの下地を形成しており、田柄貝塚2号犬や沼

津貝塚のような中型犬の中でもかなり大きいタイプの犬を

生み出していったのではないかと思うのである。縄文晩期

の人々が何故それを求めたかは、前述のような狩猟が生業

の中心になっていく、あるいはならざるを得なかったであ

ろう時代の事情に依ると思われる。

3．系統的要因

我々は、とかく、犬骨の大きさや特徴的形質をとらえて、

即座に系統・ルーツの問題を論じようとしがちであるが、

上述の如く、自然・文化環境、人為的淘汰などの要因が、

程度の差こそあれ複雑に絡みついていることを思うと、難

しさにたじろぐ思いがする。しかし、また、見方を変えれ

ば、系統問題が全てではなく、こうした様々の要因を多面

的に解きほぐしていくことこそ歴史的に犬を研究していく

ことなのかもしれない。

ところで、太田克明氏は、今泉書典の掲げた類別的形質

は淘汰の対象外の形質であるから犬遺骨の系統的研究への

適用の可能性があることを示唆している。49）筆者も、今回

一つのテストケースとして、小原・今泉（1980）による現

生日本犬各種間の頭骨の形態的特徴を示標とした系統問題

へのアプローチを試みた。以下に簡単にそれを記録してお

きたい。

犬の頭骨のうち、ここで取り上げたのは、異状骨間窟（

mesopterygoyd fossa）前縁の形状だが、これは、現生各

日本犬種間の差異に比べ時代を遡る程、すっきりした形状

の差異として表現しており、系統閉幕に有効な淘汰をうけ

ない（外観では区別できない）形質でなおかつ形態の特徴

・差異が把握しやすい部位と判断したためである。縄文一

弥生の標本でこの形状が残存するもの数例をえらぴ、　図

のように　A～Fに分類した。

日本列島の小型犬の主体を形成すると思われる南方起源

の大きな流れが一つ考えられる（A・B・C）。中小～中型

のやや大きいタイプに属し、南関東に直接上陸した可能性

のある流れ（D）もある。他に、北方回りの流れが縄文早

期ごろから前期はじめにかけて北海道東部に一部流れ込ん

でいる（El）。弥生時代には、同じEタイプが朝鮮半島経

由で入り（E2）、江南地方と結びつけられる別の系統（F）

－11－
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牙2号

と近畿地方で合流している。

現生日本犬にみられるタイプと対照させると、ABは信

州柴犬（Na16～19）に、Dは北海道大（Ib5）に、Eは強

いていえば山形大産の犬（現生標本は一例のみ、No39）に、

Fは山陰柴犬（No．13）に類似型を見出すことができる。

一般に、古代家犬のmetapterygojd fossaの方が、形

状が純粋でバラツキが少ない。参考例として略図を付した

中世、鎌倉市千葉地束遺跡出土のものを見ると、既に現生

標本と同様、不整形や非対照のものなど、類別しがたい形

状を示す標本が加わっている。古い系統のレリックもみら

れると同時に、後世になる程交雑の度合いが高まった表わ

れとみられないだろうか（擦文期北海道観音洞遺跡の形状

は北海道大No．5－Dタイプ、江戸末期四谷三栄町遺跡内出

土のものは信州柴犬No．19－Bタイプに類似し、縄文時代の

資料と大きな差がみられない。これらは、レリック的色彩

の濃いものといえよう。）

以上のような系統の流れは、土器の系統、骨角器、その

他遺物の系統と大きくは矛盾しないようである。例示を以

下に記しておきたい。

ところでその前提となる移動についてだが、一回性のも

のではなかったと考える。恒常的に開かれたルートではな

いが、縄文時代の各期を通じて時々はそうしたルートを人

や物が移動することもあったように思われる。それは、集

同自体は定住したまま婚姻などのネットワークに組み込ま

れて、集団から集団へと静かに渉透していく変化と異なり、

一回の移動の速度は驚異的に速く、海流に乗って遠くまで

到達する。

北方的要素〔縄文早期：海獣肋骨製オープン・ソケット

の鋲頭（青森県長七谷地貝塚、一王寺貝塚など）、中期：

クマ祭り的頭骨儀礼－クマ・イヌ（青森県最花貝塚）、晩

期：オー70ン・ソケットめ鈷頭（岩手県術沢、福島県寺脇

貝塚）etc，〕が各時期にその地域∵帯に認められる伝統と

はやや孤立して出現するのは、上述のような移動によるも

のではないだろうか。犬の北方ルートを通ってきたと想定

したタイプ（El）はこれに対応する。

南関東へ直接上陸と考えられるルート（D）に対応する

要素を挙げてみよう。縄文前期、千葉県大坪貝塚ではヒョ

ウタンが出ているし前期～中期の新田野貝塚は、イノシシ

・シカをこの時期にしては多く捕獲する特殊な生業の在り

方を示している。縄文後期、東京湾湾口部の房総・三浦半

島両端部では、曲軸系釣針やラインショルダーを有つ銘頭

を伴う積極的に外洋に適応して特殊な経済を展開した集団

が居た。これらは、分布の中心を伊豆七島に求めることが

できるかもしれない。さらに骨角器の伝統は房総半島東岸

を北上し、いわき地方に至っている。

おそらくこの二つのルートより以前に、A～Cのタイプ

をもつものが、日本列島に入り、定着し、縄文時代には既

に均質化の傾向をもつ小型犬、縄文犬の基盤ともいえるタ

イプを形成していったのであろう。しかし、海流に乗って

移動するイメージを重ねあわせると、縄文犬の中での大き

さや形態の変異に集団間の移動という具体的レベルでの幾

許かの解釈が成り立つようである。仙台湾～三陸地方南部

が、海流のぶつかりあう地域であるのも、全く無意味とは

言えない気がする。

弥生時代にも、metapterygOid fossa　の二つのタイプ

（E2、F）が在った。

縄文時代よりもはるかに短い時間であり、文献に登場す

る時代とも隣り合わせているわけで、水稲耕作を伴った集

団の移入は、縄文にくらべ、より具体的となり得るはずで

ある。ここでは、形質人類学的観点から、二つのタイプの

対応がみられることを示しておこう。

形質人類学では、弥生人頭骨にみられる二つの型一高顔

型・低顔型－を、朝鮮半島を経て北回りのルートの集団の

移動（高顔型）と江南一南西諸島ルートの移動（低顔型）

とに想定する見方がある。50）これはそのまま、犬の場合の

E2（北回り）、F（江南）の系統と対応させることが可能

である。

かつて筆者らは、江南の河拇渡遺跡と大阪府池上遺跡の

イノシシ幼獣の割合の類似を以ってイノシシ飼養における

両者の関連を考えたことがあるが、51）このことをも含めて、

弥生時代に、二つのルートから、犬や人の移動があったこ

とを積極的に受容してもよいのではなかろうか。

おわりに

縄文犬の実像を求める長い行程の第一歩として、現在知

られている資料の有効性や標本の．状況を文献上で確認して

おくことを、今回の作業日的としたのであるが、そこから

派生した問題については、仮説に終始し、実証性に乏しい

との批判をまぬがれ得まい。しかし、直接縄文や弥生時代

を考察するにせよ、あるいは、中近世の資料という我々に

近い人口を通って、やがて縄文時代へと遡って行くにせよ、

作業の行く手には、犬だけではない、縄文時代の実像一日

々の生業、集団同志がまるでブラウン運動をするように動

く様子や、海流に乗って移動し、生活する集団のダイナミ

ズム等々－が、あたかも霧が少しずつ晴れるように姿を現

わすのではないかという期待が、本論の後半を書かしめた

－13－
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「日本狼総論」、「日本犬と狼との関係」「日本狼の足」

「日本狼の頭骨」以上柏本の犬と狼』雪華社、所収

斎藤氏自身が書いているように、氏の狼の研究は、古代

家大骨から狼のものを除き、より正確な古代犬の姿相を

極めたいという意図の下に行なわれた。

18）斎藤弘吉1963『犬科動物骨格計測法』

19）直良信夫1975『日本産動物雉話』；P170

20）直良信夫1942「史前遺跡出土の獣骨（九）」『古代文

化』13－5

21）金子浩昌・忍沢成視1986『骨角器の研究一縄文篇Ⅰ

－』慶友社；P154

22）岩手県貝烏貝塚出土のイノシシ頭蓋・前頚骨部分には、

石槍状のものが食い込んでできたらしい陥没部2箇所と

石鉄による穿孔1箇所が観察できた。これらは皆治癒痕

であったため、Neo・Ny卵ard（1974）が紹介したヨーロ

ッパ中石器時代のイノシシとの類似を指適したことがあ

る（土肥孝編1982『縄文時代ⅠⅠ（中期）』日本の美術3．

No190、至文堂；P94）が、この例は、イノシシのとくに

骨の丈夫な前頭部分というむしろ例外的なものとみた万

がよいと思う。

23）辻秀子1983「可食植物の概観」『縄文文化の研究

2生業』雄山閣；P38

24）阿部恵1985「石鉄のさきる獣骨」『季刊考古学』

No．11；口絵構成
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『北方文化研究』13；P75－134

26）岩手県三陸町営野貝塚の様相は、イノシシの頭骨の集

積など儀礼も行なわれた可能性も示すに充分であろう。

27）仙波輝彦1960「長崎県壱岐島中期及び後期弥生式時

代遺跡出土晴乳動物骨の研究」『人類学研究』7－1・2

28）宮崎泰史1983「亀井遺跡のイヌについて」『亀井遺

跡ⅠⅠ』大阪文化財センター；P183－230

29）山内活男1942「石器時代の犬小屋」『民族文化』

3－8；P243

30）長野県諏訪郡原村では、飼いならされたオオカミの骨

髄が、平石の集石の下に埋められていた例を、戦前、直

良信夫博士が見聞しているという（『日本史探測Ⅰ、

角川文庫；P147）

31）岡村道雄1982「人と犬の埋葬」『里浜貝塚』Ⅰ、

東北歴史資料館；P69

32）林謙作1971「宮城・浅部貝塚出土の動物遺体一分析

と考察－」『物質文化』17；P20

33）続縄文期の例として下田ノ沢、擦文文化期の例として

観音洞遺跡出土の頭骨を実見する機会を金子浩昌氏より

与えられた。

オホーツク文化期の埋有状態、年令構成の特殊性は、金

子氏が、1982『動物と日割12－1に「古代北方の海洋

文化と犬」と題して書いておられる。

34）金子浩昌1969「下北半島における縄文時代の漁猟活

動」『下北』九学会連合下北調査委員会；P120

35）ロット・ファルク　田中・糖谷・林訳1980『シベリ

アの狩猟儀礼』人類学ゼミナール14、弘文堂；P73

36）岩手県蛸ノ浦貝塚でも住居址中よりイヌの頭骨のみが

出土したという（西村196鉱また、千葉県上高根貝塚

では、イヌの下顎骨を加工しようとした痕跡がみられる。

オオカミ、カワウソ、キツネなどを素材とした下顎骨穿

孔品と同じ意図の加工であれば、非常に珍しいといえる。

37）青森県ニッ森貝塚では、殉葬的なものとの見解がある

が再検討を必要とする。

38）高山純1977「配石遺構に伴出する焼けた骨類の有す

る意義（下）」『史学』48－1

39）新津健1982「配石と祭祀」『歴史公論』9；P60

40）小原厳・今泉書典1980「日本犬の頭骨及び歯にみら

れる形態的特徴」瞳釆家畜研究会報告』9、在来家畜

研究会；P139－154

41）stanleyJ・01sen19850痩オ耶〆伽伽桝が掠

Dog the Fbssil Record，the Univ．of Arizona

Press Tucson Arizona；P23

42）J・C・マクローリン　澤崎担訳1984『イヌーどのよ

うにして人間の友になったか』岩波書店

43）斎藤弘書1966「日本犬中小型の始まり」『日本犬中

小型読本』　愛犬の友編集部；P7－13

44）茂原信生・小野寺覚1984　人類学雑誌9離）；P187

－210

45）遠藤万里1984「人類学領域のバイオメカニクスー脊

椎骨と頭蓋骨の形態と構造－」『人類割人類学会編

日経サイェンス社；PllO→123

46）金子浩昌1984『勝連城跡』勝連町教委

47）山口敏1984「日本人の生成と時代的な推移」『人類

学』人類学会編；P63

48）新宿区三栄町、区教委による調査実施中。

49）太田克明1980　前掲書；P69

50）山口敏1984　前掲書

51）金子浩昌・牛沢百合子1976「池上遺跡出土の動物遺

有休」『池上・四ツ池遺跡j　6；P9－26
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縄文時代早期家大出土遺跡分布図 
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罠…名　芸蛋　芸　…付萱　…況
献

11吉井城山

12　第山

①　　　中　　　　頭蓋・下顎　　何　　　　首部のみ埋在

2号貝塚

13　‥稲僚

14　横取岩陰　　　①　　′ト　　　旦　　　　　　有

15　克明

16　畿灘（S－C）

17　希釈観音堂

（石上C，Yz一一）

柑　上畢岩岩陰　　　②

19　不動ケ岩屋

20　城ノ台

21丙唐津海底

22　護見知乗原

畠山二郎大1973　北海道大についての覚書、北海通史研究　創刊号，41－扇

岡本勇1967　青森県三沢市野H貝塚、年報15．87－89

江堀嘩弥1957　二戸郡大館村赤御堂貝塚調査微乳臭南史苑一一；81億良）

伊東†．i雄1940　宮城県遠田郡不動堂村栗山貝塚調査報告；4（満詰笑壷）

慶応高校匿史部1956　茨城県石岡市二村字地蔵久保三村貝塚発掘報告　んchゆ10肝23・1‾18

吉田格1948　茨城県花輪省貝塚簡報、日本考古学1－1；27

滴詰伸男1959　日本縄文れ器時代食料稔説（酒詰同定資料）

懇話　　同　上　（椚詰Iul定賃料）

直良t．りこ1973　古代】丑跡発掘の寄磨遺体；234

直島　　同　＿l∴23ボ　荊5n図

赤星直忠ら1961年発掘分（台目吾郎吋定資料）

斎猷1別n　大こlH史前御斤究所々縫目本石器時代常犬遺骨に関する報告・並に内地史前音大の分類・

史前誌12－4－5＝＝6．57－169〔赤星採集所蔵〕

北斜面　人骨　　　　　岡田茂弘1952　安扉抑阻私印姐軋酎醐臥　貝塚41（酒詰同者卿裾

甜班雌他1985　し，】一期縄文時代長野県栃磨岩陰遺跡出土の哺乳動物第6報イヌおよび中・小型食

C　胸椎

小　　　C Ul．Fe．etc，　　　　包含屠

u Cll．

全身骨格　　　　　　　埋葬

洞穴内包含屑

下顎h mlr　　　　人骨

人骨

下顎　　　　　　　　包含層

渡辺誠1980　先刈貝塚、南知多町教委；83－84
内獣、艮野県考古学会誌

酒詰伸男1959　酌禍書（潤諾い】定資料：・

日中正昭1976　帝釈峡遺跡群、希釈恢遺跡群発掘調査用．201【200

石目克1978　侵上島人吏学部希釈峡遺跡群発掘調査毒年報Ⅰ、7－13；50－54

江坂稗弥一西出学1969　愛嬢県上黒岩岩掻、日本の洞穴遺跡．224－2シ〕

岡本健児1968　第　▲草　縄文時代、高知県史　考古鮎，】3－166

長谷部言八・滴詰1錮1十佐佐川町域わ石l火洞推檎調査概観、人誌56－9，215－218

松l判史・森靡　郎19紀　夫立国、隋津湾即日遺跡調査会；54－－57

知念痍1977　渡具知東崎第1一一2次発掘調査報吾、読谷村教委；21

く部位名略号一覧〉

C　　上顎尤歯

石　　下顎犬歯

R　　前臼歯

M　　後日由

Se．　肩甲骨

Hll．　上坑骨

u　　　尺骨

Ra，　穐骨

Mc．　中子骨

Mct　　や‡or中温骨

mg　　指骨

Ir＿　　破H

第1－8表　■縄丈り潮

〈誌名略号　一覧＼

人誌　　　　人相学姓一古

史酌誌　　　史前号推＿吉

年報　　　　日本キ苗字年報

考詰　　　　考古学雑誌

文献は、動物遺有休の執筆担当者の名を掲げた。字数に制限があるので

報告書の場合は細かい標題は省略した。

■茂剛い入19バ6　東京人・月計吾師究骨料鯨所蔵、k往都盲人博士収集

人目動物資料カタログによる補足部分
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図il・跡名夏雲　芸残存
地

恥

文 コ

1東釧路　　　Nrl　　　中　　下顎Ir．

Nr2　　　　　　　全身骨≠　　　　　　　　　　　　　べこかラ散布埋葬

Nr3　　中小　♀

2　美々　　　　　　　　　小　　　Pd．lr．Ti．　　　　　　　有

3　美沢4遺跡

芸）
小　　　R■　Pd．¶　　　　　　　　　　　第1貝塚（東斜面）

中小　　Hu．Rl．UL PeL Ft．TI．Mcl．Ⅵ　　第2貝塚（平担面）

4　入江　　　（か　　　　　　　Fe．A■．

5　∴ツ羅　　　①　　　　　　　全身骨髄　　　　　　　　　　　　女性人骨と近♯埋葬

6　善叫沢

7　清水

②　　　中　　　全身骨慨・散乱　　　　　　　　　フラスコ状ビット内、底面の人骨の上

Nrl　　　中小　〔持帆l肌　Fe．Tl．Ⅴ〕　　　　　　江坂1957年発掘と同　の埋葬犬り

Nr2　　　　　　　　Hu

①

（事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貝局中、埋葬

③

①り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第十まとまって出土

②つ　　中7　　R且．u Tl．頸Ⅴ　　　　　　　　　人骨

下顎

斜面H間中

⑲7　′卜中′」、・中ヰ大日中型中心）　　　　　　　破片多い

①　中小♀　頭蓋　　　　　　　　　　　　　　帆退地包含屑

有

①　　小　　娘蓋　下顎　四肢

31　折本

32　菊名富谷

32　菊名上R

33　寺ノ谷

34　高坂

35　吉井城山

36　釈迦宜遺跡

rZorC二・

37　大曲編

駕　石山

39　鳥浜

40　羽島

下顎

小　　　頭蓋　下顎　四肢　　　　　　　　　　埋葬

′ト　　　若年一・体分・下顎骨

中　　　Ax．

中？　下顎

頒義行．下顎Sc Hu．R且～　有

若年一体分

中小‥ト　下顎　　　　　　　　　　　　名

小　　下顎

小　　ド顎

①　　　′ト

裂肉歯Z j▲墳墓中多量の炭化物・骨片札

人骨パ

令身骨髄　　　　　　　　　　　　男性人骨胸部付近に埋葵

①　　　′ト　　頭蓋

①　　　小　　脇頭蓋　上顎fr　　　　　　イ】

41　下本山岩陰

伯　仲刀本　　　　　　　　　　　　棟けHワ

43　叱川（乙）rC）　　　　　　　　　ト顎

44　A T：lノ丑　　①　　　′　　　脳頭蓋h　　　　　　　　　イ】▲

肺　腑度　　　　　G〉　　　′」、　　卜顎】Hu

Ⅵl b人　（糀王刑期

ー19－

畠山三郎太1973　北海道大についてのt書、北潜通史研究　創刊号；41－鑓

岡崎由夫・沢四郎1974　新釧路市史卜）

沢1970　釧路川漁域の先史時代、釧路111〔1淡路年度■査・金子浩昌保管〕

西本豊弘1976　美々貝塚、千歳市教委，34－36

内本1手鍋0　7レペソ遺跡群、北海道埋まセンタ▼，64

北海道虹個郡虻田町1兆6年発掘資料（鈴木洋子同定）

村越潔1975　青森県の原始時代、青森県の‾文化／リーズ11、北方新吐．1（抱

畠山憲次1974　第3・4次概観　豊刈沢貝塚　八竜町教委（金子同毒）

西村正袖・菊池義次・金子浩昌】958　岩手県大船渡市清水貝塚、古代　29－30合併号

林凛作1976　大船渡市清水貝塚発掘調査概観　岩手県文化財愛護協会，25－28

塩釜女子高1969　貝輪5、10／金子1973　矢本町史1先史、171－172

後藤勝彦1985　仙台湾沿岸の貝塚と動物、季刊考古学11．23－30（▼73講圭）

後藤1985　同上（1971年調査）

山内満男1942　石器時代の犬小屋　民族文化3－8、248

渡辺誠1975　福島県相馬郡小高町宮田貝塚、小高町教委，22（1973年荊査）

吉野高光1983　西郷貝塚範囲確認調査報告者、いわき市教委．13－17

渡辺一雄】966　年報14（昭和諏年度版）、00

酒話仰男1949　日本考古学3　日本考古学研究所；9

江坂理弥・庭良H夫1954．貰城県野中貝塚調査報告、考誌朋－3・4；49－00

石田守一1978　国士舘大学文学部研究室報告乙種5、35－36

碩遺書彦1955　年報3、43

立教大学考古学研究会1975　新田野貝塚、59

金子1978　縄文時代遺跡出土の動物遺存体（Z）、考古学ノート7，1－18

茂原信生りト野寺覚1984　田柄貝塚出土の大骨について　人誌92；187－210

斎藤弘194∩　人山史前学研究両々蔵日本石器時代育夫遺骨に関する報告、並に内地史前

官犬の分蛎、史前誌12－4＝5＝6，57－169（肩詰採集）

酒話1959　日本縄文石器時代食糧総説（酒話同定賃料1

滴請1959　同上（面詰同定資料）

洒詰1951同上し　　　　　　）

斎藤1940　前掲書・こ佐野淡　採集・所蔵資料）

維新ら1943　武鹿田横浜市南堀貝塚の発掘、占代文化14－1・3（商議同定）

酒詰1959　前掲書・こ泊詰同定資料）

酒話　竹下次作1936　神奈川県都筑郡中Jlは寸山日宇西ノ谷R軋二おける埋葬されたる犬

の全身骨格に附、丁、史荊誌8．77－93′／諸事1940　前場暮

斎藤1940　前掲書・、豊元凶採集　所蔵賃料）

大給ヂ1943　神奈川県下組貝塚における自然遺物、史学22－1

直良い夫1973　占代遺跡発掘の宮古遺体，241

度艮1973　同　上

斎藤194（l　前掲書

直良1942　史前遺跡出十の獣骨廟、古代士化13－5；29ト300（桑IU龍進資料）

直良1942「可上；297／／斎藤1940　前相書（江坂卑称採集資料）

泊話】951前掲吾（酒話同定資料）

斎藤1940　前掲吉（木星直忠所蔵資料）

赤星直思ら1961年莞掘分（金チ同定）

H代車1985　大苗、歴史読本　昭和榊年11月弓一

食r1983　大化良き友たった、アニマlZl；6－11

什l．；失・塚本佳1956　石山貝種、平妄学園考古学クラ7，7－11

西Ⅲ正規1979　鳥浜貝塚　縄文前期を中心とする低湿地の遺跡の研究Ⅰ、福井県教委

福井県教委1985　鳥浜貝塚Y－1984年度調査惰報・研卸）成果　　　・1朗‾165

長谷部言人1924　u rr de Sdふ加1ud UnterLee rr v n dnStelnZeltllChJ■p■mS⊂hen

HLLrIderassen．Arb．AnlL．lrlSt．UrtLY．SerIJ11．10，1－33

疎生條1972　‥ド本山岩陰、佐世保市教委；17－18

1円辺門人1977　熊本県車名郡尾田貝塚、年報15；1日－121

1＜往部ltI24　酌梱轟

斎藤　1‘りりl冊掲斉（人山相托第・東大人規所蔵1
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地　　　　標高

国遺　跡　名題
≠1

1　船泊

2　実々4　　　　　　小中小　上顎、下顎、Hu・P七・TLl椅…l帥・

3　入江　　　　　③

l　三谷（K～B）　⑤

5　岩言穴

6　田ノ浜

上顎、R■．Pel．Ft Tl・

九AL】楓Llh．Pel．Ft．下．ql，Ⅴ下顎（幼1、若1）

7　崎山弁天　　　　　　　　　　C

8　門前　　　Nrl　　小　　頭蓋、下顎　　　有

ト含　　　　　　　　　　有

人ぐ摘　　　・3、

中食　　　　　Nrl

Nrご　　　　　　　下顎

13　良丈　　　宣）／ト　　下顎、Ul・　　有

り　我確で　　　・①　　小　　全身骨髄

35　1一新拍　　　　Nrl

（K－B
Nr Z

、ib　栗東折井し耐　①　　　　　†顎

37　R／花　　　　⑲

舗　本紙

39　堀之内　　　Nrl Hu fr・

Nr2

40　国分寺　　　　　　　　小　　　下顎

41姥山　　　　　　　　　　　（●下顎膚）個体、・■有

埋葬犬

岬非人1†十・東斜【師旧師

人骨多

人骨

文 ■

西本豊弘1983北海道の礼文・続縄文文化の狩猟と濃糟、国立歴史博物館だ辛Ⅵ■l」・（1％2年度分布

訂査真珠資料、北海道教委所蔵1

西本1977　美々4遺跡、巣沢川流域の遺跡群、北海道教委・42－47
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1982　狩猟・漁糟の牛活文化愛嬢県史　原始・古代．37－211

1980　新進貝塚、鞍手町埋蔵文化財調査会，9ト113

1973　′ト地囁貝塚、橋場R徴出土の日照】食物、キ古学義弟1、別咋大々古学研究套・87－93

1925　日本石器時代の人、日本牧人の研究；293　294

1978　阿烏貝塚、城南町文化村鋼査報告書、城南町教委，14－19

酒話1951前掲書〔酒詰同定資料）

長谷部1921出水貪塚の貝殻、獣骨及び人骨、京那帝人丈‘竿那考か芦岬究報2溌・13‾27

河‖員徳1西中牡鹿1985　晩児島県Fの汁種と獣骨、乍刊キ占学11、11ト47

押し］創恵1952　草野貝塚洛隠報告、谷山考古や同好妻

音楽魁1985　西海・五島列島をめぐる漁掃活動、李fl沃占学Nr－11；39‾12

林田重幸1脚　宇宿貝塚出土の自然遺軌奄美　自然と文化・ル7会連合優美大畠共同濁点倭月会

斎藤1940　前掲さ（大山史前研保管）

松村瞭1920　琉球荻生貝塚、東大理学部人橋苧教室報告，8－14　東大人指字数新斤慮：

llU崎横川　　　　　③り　小　　上顎、下顎、仙Fe．Tl．　　　右　埋葬犬1　三宅宗悦1932　－脚崎植Hl貝塚出土常夫に就て、人誌47－10r境田島彦氏採集）

111久里原〔前ⅠⅠ、Ⅳ）　②　　　　　　頭蓋、上顎、下顎

112　妄Il1（前Ⅳ）

計
測

残　　存　　部　　位　　有
t■

川島出次1981久里曙貝塚範囲確認讃塵報告書、仲平村教委；調‾51

長馴t1978　沖国大考古、沖国大考古学研究室；7－8

；249－259

第1－d表　（縄文後期〕

出　　十　　状　　況
献

亀ヶ圃

大浦

l　平鹿票蔵

L　　人洞　B Nrl

R　ヽr＿■

D

5　　用度

【腑兵　⑯71

－：：．二：：こ：：：い

埋葬人

」　′ト　　　ト顎

㊨　　　　小

⑮　　　中小

中

有　　人骨も

南斜面抄唱　　叩葬モ

産期死亡児凄棺2

埋葬人

有

名　　女偉人首と合黎7

1甲一弊大

理護大

日傭中7t電樺太

上顎、rr　眈t fr　　　　　　他の骨に夫の咤痕多

埋葬木（11〕

有

17　高崎　　　①　　　■†叫、苫　　頭蓋

村坦確1975　青森県の原始時代、青森県の文化／リー1ズ11、北方斬杜；81

村鎗1959　青森県三戸郡虚空蔵貝塚、年報7（昭和29年度版J

長谷部言人　t925　陸前人洞貝塚発掘調査所鼠、人誌401

長谷部1929　日本石器時代寄犬に就て、追加第三．人誌44－5、163‾174

斎藤弘1940　大山史所掌研究所々蔵日本石器時代音大遺骨に関する報告、並に内地史前章犬の分類、

江坂埋弥197n　織女時代における犬の埋葬骨格、考古学ノ十一一ナル40
史前諒12－4＝5＝6

江坂1970　同上1、大船減市教委昭和36年発掘分）

令「†告呂・今僑浩一1975　熊沢貝塚、岩手県陸前高田市教委；5

長往部1924　し≠汀dle Schddel und U両erkleler YOn denStIen托t111Ch－J叩一mSChen HunderaS鍾n・，

血相t rnSI Un川　Send叫10；1－33

斎藤194n　前掲苔

内本豊弘1985　中沢浜貝塚発掘調査憮報Ⅰ、陸前高田市文化財報告第9巣、陸前高田市教委

茂馴】ヰ　′ト野寺覚1986　田柄貝塚出し夫符の形態的特徴について、宮城県文化財調査報告書第111集

【日柄貝jま：5酬－672

茂原・′」、汁寺1986　両箱書（長谷部採集、東大人類学教室所蔵賃料）

松村暇1920　琉球萩生貝塚、東京大学理学部紀要．8－14

滴詰1959　日本縄文石器時代食性総説

小林叶和夫1979　前浜貝塚、宮城県本吉町教委；14－15

岡村道雄1982　里族貝塚トー宮城県鳴瀬町営戸島里浜貝塚西畑地点の調査・研究1－、

泉北鰹史資料館．63－69

宮城県塩釜女子高社会部197い71二月田貝塚I tI　貝輪6・7

後牒陣彦1970：沢上貝塚　年報18・こ昭和40年度版），82

松井章1984　斬R目、東北大学文学部考古学研究会、127

休誰作1971官域・浅酌貝塚出土の動物遺体　分析と考察、物質文化17；7‾21

西本豊弘1983　イヌ　縄文文化の研究　2巷　生業、雄山間，161‾170

後藤勝彦197∩年匿発掘分

西本1983　前掲書／茂原り卜野寺1986　前穐き

－25－

日

　

　

　

　

日

J

 

l

＝

　

－

　

H

、

里

　

　

　

　

　

　

▲

一

沢

　

山

・

館

齢骨身や
ト

　

　

ト

　

．

．

．

】

　

．

■

t

坤

Z

 

n

十

　

♀

　

0

十

師

　

⑥

　

①

　

①

　

①



縄文時代晩期家大出土遺跡分布図 
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団。【跡名題芸残存部位
地

恥
出　　土　　状　　況　　　　　　　　　　　　　文

献

18　三貫地　　Nrl　　　小　　　頭蓋、下顎、四肢～

Nr2　　中′」、

Nr3　　中小

Nr4～6

Nr7・8

Nr9・10

薄磯　　　NTl　　　小　　（下顎、Hu．R且）　有

Nr2　　中宮

13　　　　　　　　全身骨髄

②　幼、成　　　下顎4（助）、Fe．（成）

頒鰍二礫の推薦人

23　荒海

24　貝ノ花　　C・

25　卜伝

26　手綱谷戸　①7　　　　　　枚骨Ir　7　　　　　　　　fl塚1号基盤土中の骨片中に大骨有

27　金生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配心慮中9

28　保地　　　　　　　　　　　卜顎

29　軒LJ　　　　　　　　　　　全身骨簡？　　　　　　　配イl上に21㈹体の人骨と1イ州本の木

調　見性寺

31平叶稲荷山　G〉　　　　　　全身骨髄り　　　　　　　　人骨17仕分、褒棺

32　宮古月　　　1担　　′ト7　　　　　　　　　　　　　　　有　′卜土壌1勺3

中小封書2　　　　　　　　　　　　　　人里1犠内女作人骨西周はI14押特上

33　伊川津　　⑥　　　　　　1、身け解

卦　　トり

～食い

34　保美　　　①

①～

35　枯木宮　（若里り　中り

並　木叫行　′五・吉11　　　　全身骨騎

♀2　｝　小　　　その他Ir．12～

一UJl」

37　宮西　　　①　　′ト　　全身骨髄

顆　舌

39　檀原

1休は埋葬大（i昆H〉

2体はt横内埋葬犬

■有　人旨群中に人骨

膵農大

●有

1貰い十壌中

本　ピノトNo】丁より3休

い2号大と幼差合灘

仲井大

40　日下

41森の畠

42　鴫神　　　①・～　　′ト　　　　　　　　　　右

43　中村

44　松添　　　　　　　　　　　娘喜ば）その他　　　　人骨

45　六遠島

46　字木汲田　　　　　　　　　2C　　　　　　　　　乳児骨

47　兼職　　　　　　　　　　　　大鵬穿孔品

48　宮の本遺跡・〇　　小　　Hu　　　　　　　　　土壌・包含層

小7　　　　　　　　　　有

49　仲原（B～YZ）

5q　山武姥山　　④、

長谷孤1925　日本石器時代京大に戚て　追加、人誌40－1

直艮信夫1973　古代遺跡発掘の寄畜遺体，198－210

岬野弔1952　福島県相馬郡三露地貝塚　年報5、59－60

吉田格1964　二甘地貝塚　福島県史6

山崎京異1981∴貫地遺跡、福島県三甘地遺跡調査同，lln－125

午択打合F1979　考古20、福島県立磐城高校史学部

大竹憲治・山崎京美1983　骨折したイヌをいつくしんだ縄文人、アニマ121

磐城市教委1966　寺脇貝塚

滴詰1959　前掲書

早大附属高等学院史学都1958　千葉県香取郡東上貝塚発掘調査報告書，97－122

西村正衝1974　荒海貝塚・：第　一次調査、∫　術研究　他理解史丹念fl芦　　－，り、教育戸部

令ィ浩昌・鈴木洋卜田中新史1973　日／花H塚　松J】rh教委

金イー　▲978　縄文時代遺跡出土の動物j古存休（2L fJ】・rノ【ト7．11－相

席岬芳雄1977　f一網谷／了】五称、†一細谷J－遺跡調査会．1′！りくナ用鑑ノ，王

新」筆触他1舗∩年度発掘調森崎、什羽前見

開孝　19輔　長野県植村附某地遺跡発掘鯛査筒報、モー三51－1．2トiilくす川削り鑑吏

林茂樹19701日凛における縄文時代墓制の様相、ィ．バ農22－1】1日将－1111PP

金r・鈴木1974　遠江姐作手R塚の研究、矧F一千一利‖博物郎報；1二　百日Ⅰ棺，拍－11

椚詰　昭和川年拷鹿、発掘

直良1072　りHll浮け塚，1、うー11

西本ら1舗餉－【fよF浩史持物弧二よる発柑劇藩

山内満男　MJ？イ藩時代の丈′ト侵、1e杖玄化i一六，1。1二日　東大／、た即柵711年篭脂分

止坂1抑」前相方

′J、野田賭　　ユ977　1はH塚調査慨報．4

1机11帥1枯木．一川塚Ⅰ、西尾市教委．5－H

L白土■ミJl汀う　酌梢斉，22り“2、日

L白⊥ト】士テ岡郁左lt垢．・潤しリ泉、軋甫町教委，ボー11

打村弘19（；3　東，蝕のたリヱ遺跡　紺1．1槻【r作調神目㍗ト来訪l証左・

洒詫　拍bl f卦卓　倉上一拍史蛸㌢．略天然．1ご上物腐食軋r】第17冊，2℃一二ゝ一・

令r l翻り　　世紀のろ．ir芦∴f‘妻汁．1りバー111㌔

穏便rh r一様菅出棺l伸、il登跡苛腺凋禽こり成果　憎甘、■fJ炎夏

直良1q13」巨組．I】文化叢そ、睾牙書ペ

博軒博ヰ・イ】けふきf t（）78　轟γ′．・：す欄跡　第3・4′し酎軋凋た報：一．号．11－け－thl

令1’1肌が　Ul神目塚発掘謂た報告、和歌L腰丈化け　的調査報∴書窮　冊、和軋1川ミ難さ．＝－‾日

岡本陣妃1眈　縄丈時代　▲‘加配史1L十棚，11：吊l

nHL光に1967J：1崎県‘㌢：†崎r†1行い桧添　日豪、　織nlココ

小町思）比11帖1ぺ連枯五体　山し］県文化財概要第4築、山日掛教委；丑一一机〕

水井呂丈1射　す本渡川口棟、木唐蘭　唐津肘乱　遺跡調査会，13517とi

滝辺誠19とi2　某畑　分析考察編　唐津市教委；399－4ユリ

1一沢1981　豆の本遺跡　佐世保市枚香、】33－134

木村幾多郎197（）高描南貝塚　熊本県教委、85－95

甘真嗣・LJ尿静1981伊計島の遺跡、沖縄県立化粧顔塵報告書、沖縄県教委，ドーけ上∴佃

休・内本1986　縄文晩期～弥t前期の狩猟と儀礼、環太平洋北部地胤二おける狩猟穀の補椎・配分

儀礼；ごb－12

第1－亡夫　（縄文晩期）

－27－

計
測
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弥生時代家大骨出土遺跡分布図 
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計

残　存　部　位　家出　上　状　況

中′ト・中　2P4　2Ml　　　　　　有

中小（1才半位）頭蓋　　　　　　　　　　　人骨3

中小　　　頒藍、下顎、Ul．Fe Gl．有

文

AI．ん．／下顎

5　本輪西　　　　　　　　　　　　　　M1

6　両有珠6　　　（a　　小・中小り　頭蓋、下顎、AL Hu．Rb．

7　小幌　　　　　　②　　　　　　　Ul．Tl．

8　堵白内

9　栄磯　　　　　②－　　　　　At Hu．鮎．Fe Tl　　　　　　人骨片

弥　生

10　億Ll五k招　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No161書店址内（煉骨）

（YL）

11丸山1Yc－　　　①・～　中′卜　　　Ul．T】b

lZ　土徳　　　　　　①　　中吉　　（F顎、Ax．Hu Ra Pel　　　　　土堰内出十、1甲葬

13　瓜ポ

14　入海

15　西志賀

16　約日・′Y e）　（言〉 イ　ノ／／R立つ

17　隋古・：YzJ

軋キ鍵　　　　①　　小　　脳婚蓋　　　　　　　　　　し鳩l勺

18　大鹿・Y．k）　　　　　小　　全身骨髄　　　　　　有　t場内の1三笠員壷汗三1矧勺に

裾附．）詰まる

19　坪井′Y．ZCJ

20　東奈良ニY Z：・丑　　′ト　　　㌣顎　　　　　　　　イ】▲

21瓜嘗堂rY．。：　　　　　　　　りごl－c MドP l川周満策の　仙鴇

′脚箆、Hu．UI R。FeJ　　1〔モ接したい1席

22　鬼灯‖（Yz。）　　　　　　　　頭蓋　　　　　　　　　5ヶ所より日日

23　亀井　　　、⑭一一　ノト2～　　　　　　　　　　　有

識、綜・トト5　　　　　　　　　　　　すへて溝IHHt

・い8言　　　　　　　　　　　イr t城・釧一触し

続　縄　文

沢四郎1972　厚岸町下田ノ沢遺跡」ヒ海道発掘シリース¶08、厚岸町下田ノ沢遺跡群調査会

西本豊弘1979　江別大過臥北海道先史7協会，103－104

直良信夫1939　北海道室蘭本輪西貝塚発掘の獣頬、人誌54－10

西本1983　両有珠6遺跡、札幌医科大学解剖学第二護摩

北大解剖学教案調査珂1963　小鴨洞穴遺跡、北方文化研究報告倭1捌揖

金子浩呂・西本鑑違背科

金子】973　栄横言陰遺跡発掘雑器、」い　道島牧H教委．58

弥　生

厄良】972　長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘凋崖報告善一上伊那郡k野町、長野県教委

’11尺打合rlリ76　丸山遺跡出土の獣帆鋸休　骨角加工品、沼津市歴史吋r楕料棺紀要1．81－82

令√1985　土惜遺跡、袋井【†J教委

L机一と1研一3　瓜邸、豊橋■千】教委；昭一一m1

中山英司1955　入海H棟、南山大子人相′芦研究所，57

在1と1942　史前遺跡出土の獣甘い、古代文化13－6，355PP・極目乳脂賽料

確辺誠・磯祥和明　朝日一計跡1・本文鮎、蚤知照殆蚕，25丁－2鋸川和請屠調査分

した111937　隋占　奈良県史損名棒大然記念物調査群青第16冊、221－231

宇沢菓1∈椙1麿古・鑓遺跡　第日二・日次発掘調査慨報、掛県本町教委・惜葺1［4」芦師か斤　R－16

櫓野博幸197八　大手札芭跡、奈良県史摂れ棒天然記念物報た軋ラ6冊，127－12q

妄郎みき†1q机　東奈良発掘調査概報日、東奈良遺跡調査会

西闇止規1鳩　瓜生生　大阪文化目すセンター．151

L『田1981「了呼・瓜t党　人阪文化相セ／クー，317－318

牌野19冊　鬼■見目l遺跡調査概要Ⅰ、東大阪lh教委．引ト．うご

H崎寮生19ボ2　亀井遺跡、大阪文化財セ／タ　；川3　230

し」1日誠漬1983　亀杵、人阪文化財センター，つ17－25（、・

．叫奇19糾　亀住遺跡日、大阪府教委，337－354

？6

24　官幣　　　　・⑥　小2　　　　　　　　　　　　　　溝■巨町－11F・■は卜矧勺　　蘭祐　伽的　曽智11Ⅰ瓜′ト宜遺跡．満た会，22ト223，16二一1一三し！Il、図版

【トト③　　　　　　　　　　　　　　しけと仲存

中（Eト

25　地1二　　　　⑤－　　　′」、　（頭蓋、Al．Ax Ra Pe T】Ta）．V3．mg）

中小　　　Rlb．Sca Pe Fe．Tl．　rr，

劫・：胎一新生児）

26　刺起（YZ k）　　　　　　　　月郎悸2、腹維　　　　　　　橋や

中小　　Fe fr　　　　　　　　　　凛中

27　浜絹洞シーこ

・こY～中世）

28　大境洞窟　　　　　　　　中？

29　沖・こ北）lLY

竜河洞洞穴
IY、k）

31位吾平（Y、Z）蓬・　小　　　fr

32　カラカミ　　　　2～、1・′幼〉

33　囁ノ辻　　⑧　【門頭蓋＝卜」、2、F顎仲小7、lH）有

塩・　　幼　Sc・‘中′ト）、Hu．仲小1、中3JTt

34　東町（Y kl　　　　　　　　上一顎、†顎　　　　　　　　　　　　帽洋犬

35　柏崎（Y．ヱ）　　　　　　　　大骨7

／＼ノ汁

舗　串鳥（Y7）　　　　中、r卜」、FP rI　　　　　　　　　　　　貝層中

37　芽神1Y？）

詣　高橋（Jい－Y王）　　　　　　　　犬的穿孔品

39　門田（Y zJ　⑤　　やや大きい

1日1－沢1（汀5　池上・l叫つ池追跡第6分冊F′け遇物議、大阪文化財セノクー

余卜叶ノ1′Ⅲ招イ1982　FH能遺跡発掘調査報こ1一書・已崎Jh文化村凋在韓∴都ほ娠　訴b－151

訂良勝範l舗1浜娼洞ぺ遇臥　年報21＝22＝23川R和13、15年度肘，lqさ）

斎藤1ql（）人山史崩亨研究所々儀日本わ器時町家ん鋸小二関する報∴、並に内地史飢音大グ）分碩

吉野益兄10盟　仁、晶附控のH機、ろ遥15－－1、う1－請
史前史12－4＝5＝＝6

J東大人粕H斤倭・

岡本健児1959　竜河洞の遺跡、高知県文化財調査軋土浦日華，1－日

金一r1975　対馬の遺軌　に崎県微香、丁5、1甜

仙波埠彦1961）長崎県壱岐的中期及び後期弥生ぺ時代遺跡出十哺孔動物骨の研究、ノ、輔′打研究7－－

い　21東亜考古学全　校水氏採集）

仙波1兆0　hH

儒L】達也1973　東町應跡出十の説け、鹿部山痘軋　九人モ学部モノ】芦研究等、2521253

綿山住19砿　北部九州（唐津rfl　た生態藩遺跡のr症】男鹿、町細】初年Hf∴合l。順在職報．佐謂県内

虐跡．珂査報告1、九大文学部，7－日

木村幾多郎1補い　串腋息蹄、長崎県文化射凋査報告欄51築、長崎県微香，147－153

直良1942　史約歳打出十の獣仰†」、占代文化1しト6，i51八一、156PP

金子198〔・二世紀の考占ず、学せ杜．別）

林簾作・丙本19バ6　縄文晩期、弥生前期の狩猟と儀礼、環太平洋北部地域における狩猟獣の捕獲・

配分・儀礼．28¶29

第1【l表　し弥生時代
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